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はじめに

歯科技工実習における指導において,実習課題の

評価には明確な評価基準が確立されていなければな

らない.加 えて,実習課題から何を学ばせるか学習

目標 も明確に示すことが必要である。それには.第

一に指導要点を整理して評価基準を設定する必要が

ある.そ こから学習日標を導き出せば,学生自身が

実習から何を学ぶのか目標設定が容易になる.

そこで,有床義歯技工学実習における評価基準を

策定し,その評価基準に従い教員が課題の評価を試

みたのでここに報告する.

方法および対象

実習課題は,国家試験の実技科目である全部床義

歯の排列から歯肉形成までとした.

原案は,有床義歯技工学の実習指導を担当する教

員が作成し,全部床義歯における義歯床の安定に重

要な項目を挙げ,学科会議で検討を重ねた.

各分類の評価基準は
,

1.到達度 :課題が最後のステップまで終了している

2.排列 :1)唇側面観/正 中,唇 頬側の豊隆,前

歯部人工歯の近遠心お

よび唇舌の歯軸,前 歯部

の被蓋,側方調節彎曲

2)側方面観/上顎中切歯切縁の位置 ,

前後的調節彎曲

3)咬合面観/歯列弓の左右対称性

3.咬合 :上下顎臼歯部人工歯の咬合接触状態

4.歯肉形成 :歯頸線の形成,舌側の歯頸部形成,唇

側の歯根形成,S字状隆起の形成,歯 肉形成の左

右対称性,切歯乳頭の形成,日蓋ヒダの形成

以上の 4種 18項 目とした (図 1).
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評価基準に従い教員 3名 で歯科技工士学科 1年生

(30名 )の実習課題 を一項 目につ き5段階 (0～ 4点 )

の数値で評価 した .
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図 1 策定 した評価基準 (一部抜粋 )

結果および考察

18項 日の評価点を3名 の教員間で比較し,ば らつ

きについて検討した結果, 4.歯 肉形成の切歯乳頭

の形成, 2.排列の上顎中切歯の切縁の位置関係に

やや差が見られた。それ以外の16項 目に大きな差は

見られなかった.差が見られた 2項 目は,評価基準

に示した文章や図が抽象的な表現だったと考えられ

た。また,評価 した 3名 の教員は今迄よりも評価に

時間がかかるが,明確に評価できるという意見で

あった.

まとめ

策定した評価基準は,教員間で討議を重ねること

で実習目標に対する共通認識を持ち,自 己研鑽に努

めることが重要であると考える.

より充実した評価基準にするためにも引き続き検

討していきたい.


